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西脇市 ・ 加東市 ・ 多可町

ひょうごEXPO41 の取組発表

第４回「大阪・関西万博」ひょうご活性化推進協議会

【 令和７年３月13日（木）】



２市１町での取組の経緯

Nishiwaki-city
Kato-city
Taka-town

Osaka
YUMESHIMA

☑「北播磨広域定住自立圏」で連携して
観光に取り組んできた実績

☑ 先染綿織物「播州織」の産地

☑「大阪・関西万博」の会場で、市町の
ＰＲを通じて活性化につなげたい。

思いを共有

一般催事として、2025年国際博覧会協会に

伝統から未来につなぐ
～進化するテキスタイル「播州織」＆産地の魅力発信

として企画提案するが、不採択…



ひょうごフィールドパビリオン
フェスティバル2025

「ひょうごフィールドパビリオンフェスティバル2025」で、

西脇市・加東市・多可町の市町の日「ひょうごEXPO41」が実施できないか？

２市１町での取組の経緯

ひょうごEXPO41
- HYOGO REGIONAL DAY -



県立西脇高校による播州織ファッションショー

地元での開催（西脇市内）

昨年の「播州織産地博覧会」
ひょうごフィールドパビリオン

フェスティバル2024（プレフェス）



５月26日（月）

「ひょうごEXPO41」のステージイベント

開催日 場 所 ギャラリーWEST

※「ひょうごフィールドパビリオンフェスティバル2025」の中で実施

人気クリエイター作成の加東市ゆかりの
AＲイラスト「義経伝説」を衣装で再現

地元県立西脇高校 生活情報科の
生徒による自作衣装・モデル参加



「ひょうごEXPO41」のステージイベント

西脇高校 播州織ファッションショー

★万博のテーマ

に沿ったプログラムを検討中

いのち輝く 未来社会の デザイン

○ デザイン性や先進性を重視した従来のファッションショーではなく、再生素材・
サスティナブル、エシカル消費、ユニバーサルデザインをテーマにした内容

○ 身近なファッションを通じて、環境・人権などＳＤＧｓにも資する多元的な軸で
構成する新たな価値を提案
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来て、見て、感じて
播州織オープンファクトリー

【西脇市・多可町】

自然との調和がはぐくむ
黒田庄和牛と山田錦【西脇市】

さぁ多可の森へ、こころと身体が
よろこぶウエルネス体験【多可町】

フィールドパビリオンを核とした“まちの個性”の発信

「ひょうごEXPO41」の出展

多可の語り継がれる伝統産業・芸能
【多可町】

プロから学ぶ特産品
鯉のぼり染色体験【加東市】

なりきり！「おだいり様」と
「おひな様」体験【加東市】



「ひょうごEXPO41」の出展

地域のフィールドパビリオンのプレイヤーが集結

山田錦の日本酒の試飲・販売

播州歌舞伎の隈取り体験

播州織
手織り体験

東条秋津窯の陶芸体験



２

「ひょうごEXPO41」以降の展開

5／26
ひょうごEXPO41

６／１

播州織産地博覧会

9／26－27
オープンファクトリー「もっぺん」

★フィールドパビリオンを活用した

プログラムを地元で展開

２～３月
日本のへそ・食の
おもてなしイベント


